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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公表番号】特表2012-508865(P2012-508865A)
【公表日】平成24年4月12日(2012.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-015
【出願番号】特願2011-535211(P2011-535211)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/53    ＺＮＡＮ
   Ｇ０１Ｎ  37/00    １０２　
   Ｃ０７Ｋ   7/04    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/47    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月9日(2012.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体において多発性硬化症（ＭＳ）のサブタイプを診断する方法であって、前記被験
体から獲得された試料中の抗体の、表１～４に列挙される抗原からなる群より選択される
複数の抗原に対する反応性を決定すること、これにより、前記試料の前記複数の抗原に対
する反応性パターンを決定すること、前記試料の反応性パターンを対照反応性パターンと
比較することを含み、前記ＭＳのサブタイプは、下記からなる群：
　（ｉ）再発寛解型多発性硬化症（ＲＲＭＳ）（前記複数の抗原が、表１に列挙される抗
原からなる群より選択される）、
　（ｉｉ）一次性進行型多発性硬化症（ＰＰＭＳ）（前記複数の抗原が、表２に列挙され
る抗原からなる群より選択される）、
　（ｉｉｉ）二次性進行型多発性硬化症（ＳＰＭＳ）（前記複数の抗原が、表３に列挙さ
れる抗原からなる群より選択される）、および
　（ｉｖ）パターンＩ病変およびパターンＩＩ病変から選択されるＭＳの病理学的サブタ
イプ（前記複数の抗原が、表４に列挙される抗原からなる群より選択される）
より選択される方法であって、前記被験体から獲得された前記試料の反応性パターンと対
照試料の反応性パターンとの有意差は、前記被験体が前記ＭＳのサブタイプを患うことを
示す、方法。
【請求項２】
　前記差は学習およびパターン認識アルゴリズムを使用して計算される、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記複数の抗原は表１に列挙される抗原から選択され、前記対照反応性パターンは健康
な被験体から獲得される、被験体において再発寛解型多発性硬化症（ＲＲＭＳ）を診断す
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るための請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の抗原は、表１に列挙される前記抗原の少なくとも５つの異なる抗原を含むか
、表１に列挙される前記抗原を全て含むか、または約１３０以下の抗原を含む、請求項３
に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の抗原は表２に列挙される前記抗原から選択され、前記対照反応性パターンは
健康な被験体から獲得される、被験体において一次性進行型多発性硬化症（ＰＰＭＳ）を
診断するための請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の抗原は、表２に列挙される前記抗原の少なくとも５つの異なる抗原を含むか
、表２に列挙される前記抗原を全て含むか、または約１００以下の抗原を含む、請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の抗原は表３に列挙される前記抗原から選択され、前記対照反応性パターンは
ＲＲＭＳ被験体から獲得される、被験体において二次性進行型多発性硬化症（ＳＰＭＳ）
を診断するための請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の抗原は、表３に列挙される前記抗原の少なくとも５つの異なる抗原を含むか
、表３に列挙される前記抗原を全て含むか、または、約１００以下の抗原を含む、請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の抗原は表４に列挙される前記抗原から選択され、前記対照反応性パターンは
パターンＩＩ病変を有する被験体から獲得される、ＭＳを有する被験体においてパターン
Ｉ病変を診断するための請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の抗原は表４に列挙される前記抗原から選択され、前記対照反応性パターンは
パターンＩ病変を有する被験体から獲得される、ＭＳを有する被験体においてパターンＩ
Ｉ病変を診断するための請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記対照は、少なくとも１つの個体由来の試料、一組の個体由来の対照試料のパネル、
および対照個体由来の保存データセットからなる群より選択される、請求項１～１０のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記試料は血清試料である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記試料中の抗体の反応性を決定する前に、前記試料を１：１０に希釈することをさら
に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の抗原は抗原アレイの形態で使用される、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　（ｉ）表１に列挙される前記抗原からなる群より選択されるＲＲＭＳを診断するための
複数の抗原、
　（ｉｉ）表２に列挙される前記抗原からなる群より選択されるＲＲＭＳを診断するため
の複数の抗原、
　（ｉｉｉ）表３に列挙される前記抗原からなる群より選択されるＳＰＭＳを診断するた
めの複数の抗原、および／または
　（ｉｖ）表４に列挙される前記抗原からなる群より選択される、ＭＳを有する被験体に
おいてパターンＩ病変とパターンＩＩ病変の間で区別するための複数の抗原、
を含む、ＭＳのサブタイプを診断するためのキット。
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【請求項１６】
　ＲＲＭＳを診断するために、表１に列挙される前記抗原からなる群より選択される複数
の抗原を含むか、表１に列挙される前記抗原を全て含むか、若しくは表１に列挙される前
記抗原の、少なくとも５、少なくとも１０若しくは少なくとも１５の異なる抗原を含むか
、
　ＰＰＭＳを診断するために、表２に列挙される前記抗原からなる群より選択される複数
の抗原を含むか、表２に列挙される前記抗原を全て含むか、若しくは表２に列挙される前
記抗原の、少なくとも５、少なくとも１０若しくは少なくとも１５の異なる抗原を含むか
、
　ＳＰＭＳを診断するために、表３に列挙される前記抗原からなる群より選択される複数
の抗原を含むか、表３に列挙される前記抗原を全て含むか、若しくは表３に列挙される前
記抗原の、少なくとも５、少なくとも１０若しくは少なくとも１５の異なる抗原を含むか
、または、
　ＭＳを有する被験体においてパターンＩ病変とパターンＩＩ病変の間で区別するために
、表４に列挙される前記抗原からなる群より選択される複数の抗原を含み、
　抗原アレイの形態であり、
試料中の抗体の、前記複数の抗原に対する反応性を決定するための手段をさらに含むか、
　異なる試料中の抗体の前記複数の抗原に対する反応性パターンを比較するための手段を
さらに含み、
　反応性パターンを比較するための前記手段は、学習およびパターン認識アナライザーを
含む、請求項１５に記載のキット。
【請求項１７】
　表１、表２、表３および表４からなる群より選択される表に列挙される抗原プローブを
含む抗原プローブセット。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の抗原プローブセットを含む製造物品。
【請求項１９】
　ＭＳのサブタイプを診断するための診断組成物を調製するための抗原プローブセットの
使用であって、前記抗原プローブセットは表１～４の１つに列挙される抗原からなる群よ
り選択される複数の抗原を含み、前記ＭＳのサブタイプは、
　（ｉ）ＲＲＭＳ（前記複数の抗原が、表１に列挙される前記抗原からなる群より選択さ
れる）、
　（ｉｉ）ＰＰＭＳ（前記複数の抗原が、表２に列挙される前記抗原からなる群より選択
される）、
　（ｉｉｉ）ＳＰＭＳ（前記複数の抗原が、表３に列挙される前記抗原からなる群より選
択される）、および、
　（ｉｖ）パターンＩ病変およびパターンＩＩ病変から選択されるＭＳの病理学的サブタ
イプ（前記複数の抗原が、表４に列挙される前記抗原からなる群より選択される）
からなる群より選択される、使用。
【請求項２０】
　前記診断組成物は、試料中の抗体の反応性を決定し、よって前記複数の抗原に対する前
記試料の反応性パターンを決定するために使用され、前記試料の前記反応性パターンと対
照試料の反応性パターンとの有意差は、ＭＳのサブタイプを示す、請求項１９に記載の使
用。
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